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1 はじめに

ソフトウェアテストはソフトウェアの品質を確保す
る上で重要である．しかしながら，現状，テストは大部
分が手動で行われており，とても労力がかかるという
問題がある．テストはテスト設計とテスト実施に分け
られる．テスト設計とはソフトウェア仕様に基づいた
テストケースの網羅的な洗い出しや，各テストケース
におけるテストデータ作成などの作業であり，テスト
実施は各テストケースを実際に実行し，動作結果を確
認し合否判定を行う作業である．本研究では，特に手
作業だと労力のかかるテスト実施の効率化に着目した．
テスト実施の労力を減らすための既存方法として，テ

スト自動実行ツール [1] が入力とするスクリプトを作
成し，テスト実行を自動で行う方法があるが，この方
法には以下のような問題点がある．
問題 (1)：キャプチャ＆リプレイ機能の補助により，

多少効率化できるものの，初回のスクリプト作成には
労力がかかる．
問題 (2)：仕様や設計が変更された時の，スクリプト

のメンテナンスにも労力がかかる．スクリプト修正箇
所のサジェストなどにより，メンテナンスのコストを
小さくする試み [2] もあるが，全てが自動化されてい
るわけではないため，やはり手動のコストはかかって
しまう．
本研究の目的は，上述したような問題を解決し，ソ

フトウェア仕様に基づいた網羅的なテスト実施の労力
を削減することである．本研究では，図 1に示すような
業務システムのフロントエンドであるWebアプリケー
ションの，単一画面遷移の動作を確認するためのテス
トにおけるテスト実施をスコープとする．

2 提案手法

本研究では，モデルベーステストの考え方に基づき，
ソフトウェアの設計書からテスト実行スクリプトを自
動生成する手法を提案する．
本手法は，筆者らが過去に提案した設計書からテス

トケースを自動生成する機構 [3] を拡張して実現した．
図 2に示すように，本手法では，ソフトウェア設計書
及びその内部モデルである設計モデル，テストモデル
を拡張しており，テストスクリプト生成に必要な物理
情報 (HTML における画面要素の ID 等)を保持できる
ようにし，各テストケースと対応づける点を特徴とし
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図 1:対象とするWebアプリケーションの画面の一部

ている．この特徴により，以下のように既存方法の問
題点を解決することができる．
問題 (1)の解決：ソフトウェア設計工程の成果物であ

る設計書のみからテスト実行スクリプトを生成できる
ため，初回のスクリプト作成の労力がかからない．
問題 (2)の解決：仕様変更があり設計が修正された

場合でも，設計書からスクリプトを再生成するだけで，
設計書と整合性の取れた最新のスクリプトが得られる．
これらにより，提案手法を用いることで効率よくテ

スト実施を行うことが可能となる．
図 1を題材とし，提案手法の入力となる設計書 (図 2

の (a))の例を図 3に示す．図のように，画面設計書で
は，外部設計における論理情報 (画面要素)と，詳細設
計相当の物理情報 (HTML における物理 ID)の対応を記
述可能にし，これらの情報からそれぞれのテストケー
スに対応したスクリプト生成 (図 2の (b))を行うこと
で，実際にブラウザ上で実行可能なスクリプトが生成
可能となる．図 3の設計書からのスクリプト生成結果の
出力例として，キーワード駆動の考え方に基づく GUI
テスト自動実施フレームワークOpen2Test[4]が入力と
するスクリプトを図 4に示す．スクリプト本体 (図 4の
(ア)Test Script)では操作対象のオブジェクトに対して
どのようなアクションを行うかを示しており，画面要
素とその ID の対応表は別ファイル (図 4の (イ)Object
Repository)となっている．例えば，図 4(ア)の 1行目
はログイン ID という画面要素に対応するブラウザ上
の TextBoxへ「Tanaka」というテストデータを入力す
ることを示す．

3 評価

テスト実施の労力削減効果を確認するため，(1)スク
リプトを全て手動で作成する方法，(2)提案手法を用い
てスクリプトを自動生成する方法，参考として (3)ス
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図 2:提案手法の全体像

図 3:画面設計書の記述例 (抜粋)

図 4:スクリプトの出力例 (抜粋)

クリプトを用いず全て手動でテスト実施を行う方法の
3通りで行い，それぞれの方法でテスト実施にどれだ
けの労力 (手動の時間)がかかるかを測定した．
テスト設計は，筆者らが過去に開発したテスト設計

自動化ツール [3] により自動で行うことを前提とした．
テスト自動実施ツールとしては，Open2Testを用いた．
また，今回の評価では，図 1に示したような単純なWeb
画面 (画面要素は 13)をテスト対象として，テストケー
ス全 1320個のうち 60個をランダムに選び，それらの
テストケースを用いてテスト実施を行った．
評価結果を図 5に示す．図において，準備とはテスト

を実際に実行する前のテストスクリプト作成やデバッ

図 5:評価結果

グ作業など，実行はテストの実行，そして，合否判定は
テスト実行結果確認にそれぞれ要した手動の作業時間
を人時単位で示している．提案手法によって，既存方
法での準備に要する作業時間を 5%にまで削減し，テ
スト実施全体 (準備，実行，合否判定)では 19%にまで
作業時間を削減できた．これにより，提案手法では大
きく労力を削減できていることが確認できた．

4 まとめ

本研究では，設計書からテスト実行スクリプト生成
を行う手法を提案し，簡単な例を用いた評価によりも
テスト実施の労力を削減できることを確認した．今後
は，テストの合否判定など，より自動化の適用範囲を
拡大し，テストの効率化を進めていきたい．
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